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KAKEHASHI Project 招へいプログラム  

一般交流（大学生）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より大学生ら計 100 名が来日し、

日本の政治、社会、歴史、文化および外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積

極的な発信を目指し、平成 27 年 11 月 25 日から 12 月 2 日までの 7泊 8日の日程でプロ

グラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 （100 名） 

 

３．訪問地 

東京都、長野県、石川県、愛知県 

 

４．日程    

11 月 24 日（火）米国発 

11 月 25 日（水）成田国際空港より入国 

11 月 26 日（木）来日オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局 

【日本理解講義】日本理解促進（政治・経済）明治大学 

【サブカルチャー】秋葉原（長野グループ） 

石川、愛知グループは各県へ移動（新幹線） 

11 月 27 日（金）～11月 30 日（月） 地方プログラム 

＊長野県 

【学校交流】上智大学（東京） 

【地方自治体表敬】長野県庁 

【環境】白馬ジャンプ競技場 

【地場産業】大王わさび農場 

【歴史・伝統文化】松本城、善光寺 

【ホームステイ】ホストファミリー対面式、歓送会 

【ワークショップ】 

＊石川県 

【地方自治体表敬】加賀市役所 

【学校交流】金沢大学 

【地場産業】九谷焼美術館 

【歴史・伝統文化】片山津温泉・晶子染体験、大聖寺実業高校生との俳句交流 

【ホームステイ】ホストファミリー対面式、歓送会 
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【ワークショップ】 

＊愛知県 

【地方自治体表敬】愛知県庁 

【学校交流】中部大学 

【歴史・伝統文化】名古屋城、大須観音 

【ホームステイ】ホストファミリー対面式、歓送会 

【ワークショップ】 

12 月 1 日（火）東京へ移動 

【歴史・伝統文化】浅草（石川・愛知グループ） 

【成果報告会】訪日成果・帰国後活動計画発表 

12 月 2 日（水） 

【歴史・伝統文化】明治神宮・原宿 

成田国際空港より出国 

 

５．プログラム記録写真  

  

11 月 26 日【日本の外交政策ブリーフ】（東

京都） 

11 月 27 日【学校交流】中部大学（愛知） 

  

11/27【文化体験】片山津温泉足湯(石川県) 11/27【文化体験】晶子染(石川県) 
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11 月 30 日【学校交流】金沢大学（石川県） 11 月 29 日【歴史的建造物】松本城（長野県） 

 

 

６．参加者の感想   

 

◆ 米国 大学生 

日本について最も印象に残ったのは、訪問した各地域における地域社会への高い所属意識で

す。人々は互いに敬意をもって接しており、道路等の環境は手入れが行き届き、道にゴミはほとん

どなく、強盗などの犯罪に対する不安もほとんどありません。道を歩いていると、初対面にも関わ

らず、人々は挨拶をしあっており、地域社会への高い所属意識を感じました。アメリカ人の他者と

の付き合い方とは全く異なり、日本の人々の対応は外から来た人を歓迎する気持ちであふれてお

り、大変素晴らしい滞在となりました。 

 

◆ 米国 大学生 

日本について最も印象深く感じたのは、安全だということです。夜でも心配なく道を歩けます。日

本人と一緒に過ごし、日本の歴史に関する講義を受けたあとは、犯罪や暴力が少なく、道にゴミ

が落ちていないというのは、日本社会の基本的価値観からくるものだとはっきりとわかりました。こ

れらの価値観の中には、相手を尊重すること、尊敬の念をもつこと、礼儀正しいこと、勤勉さがあ

ります。日本人の高い道徳観念はすばらしく、こういった価値観を見習おうと思います。お互いの

文化を理解し、良さがわかれば、世界中の国々がきずなと意思疎通を深め、共通の目標に向かっ

ていけるのではないかと思います。 

 

◆ 米国 大学生 

本プログラムで最も印象に残り、帰国して伝えたいことは日本の伝統文化です。学校交流での

大学生やホストファミリーとの交流から学びました。 もちろんソーシャルメディアや他の媒体で日

本について得られる知識もありますが、自分の目で見て、体験することは全く違います。どれほど

米国と日本の文化が異なるのかということを実際に感じることができます。 伝統文化だけではあ

りません。日本はポップカルチャーもあふれており、今回の滞在をを通して、伝統と最先端、両方

の日本文化を体験することができ、本当に素晴らしいプログラムでした。このプログラムを通して

自分達が日米の社会の架け橋になっていることを実感しました。 
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◆ 米国 大学生 

景色、交通など印象に残ったことはたくさんありますが、特に日本の人々が印象に残っていま

す。信じられないくらい親切で、他人を理解しようとし、知識も豊富でした。今まで出会ったどの人

よりも献身的で親しみのある人たちでした。ホストファミリーとはたった 2 日しか一緒にいられませ

んでしたが、その短い間でも十分に日本人の特徴を理解し、それが日本文化の一番素晴らしい部

分だと感じることができました。 最先端の技術に驚きましたが、それと同様に日本の家族の在り

方にも驚きを隠せませんでした。 滞在中は日本の家族の一員になったような気がしました。 す

ぐに日本に帰ってくるつもりです。 家族という雰囲気を味わいたいのであれば、日本の家庭に滞

在することを他の人にも強く勧めます。 

 

７．参加者の帰国後の発信内容 

  

日本での気づき アクションプラン 

  

日本での気づき アクションプラン 
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日本での気づき アクションプラン 

  

日本での気づき アクションプラン 

 

Facebook 発信 

 


